
藤
島
地
域
に
お
け
る

問小
中
一
貫
校
、
義
務
教
育

学
校
設
置
の
検
討
に
つ
い

て
、
ミ
ク
ロ
と
マ
ク
ロ
の

視
点
で
考
え
た
い
。

ミ
ク
ロ
の
視
点
で
は
、

藤
島
中
学
校
の
改
築
と
、

隣
接
す
る
藤
島
小
学
校
の

老
朽
化
、
文
厚
エ
リ
ア
の

整
備
計
画
が
あ
る
。

少
子
化
で
、
渡
前
と
東

栄
小
学
校
に
複
式
学
級
が

生
ま
れ
、
先
生
の
数
が
減

ら
さ
れ
る
。

こ
う
い
っ
た
課
題
解
決

の
た
め
に
は
、
３
つ
の
小

学
校
と
中
学
校
と
の
統
合

を
一
気
に
や
っ
た
ほ
う

が
、
効
率
的
で
合
理
的
だ

と
い
う
判
断
が
あ
る
。

義
務
教
育
学
校
を
設
置

す
る
と
、
学
校
建
設
費
の

国
庫
補
助
は
３
分
の
１
か

ら
２
分
の
１
に
増
額
さ

、

、

れ

過
疎
債
も
適
用
さ
れ

経
済
的
に
も
有
利
だ
と
い

う
判
断
が
一
番
に
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

ミ
ク
ロ
の
視
点
で
の
合

理
性
の
判
断
が
、
マ
ク
ロ

の
視
点
で
ど
う
か
。

人
口
９
０
０
０
人
の
地

域
に
小
学
校
も
中
学
校
も

な
く
な
っ
て
、
義
務
教
育

学
校
一
つ
に
な
っ
た
場
合

に
、
藤
島
地
域
に
ど
ん
な

影
響
を
与
え
る
か
。

学
校
と
地
域
と
の
関
係

が
ど
う
な
る
の
か
。

具
体
的
に
は
、

教
育
長

藤
島
地
域
の
特
色
で
あ
る

農
業
や
食
文
化
・
伝
統
芸

能
な
ど
を
学
校
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
、
地

域
を
題
材
と
し
た
学
習
を

通
し
て
地
域
と
の
関
係
・

活
動
が
希
薄
に
な
ら
な
い

よ
う
、
検
討
し
て
い
く
。

本
市
で
は
、
学
校
運
営

協
議
会
制
度
、
い
わ
ゆ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
設
置
を
来
年
度
、
全

市
の
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
で

導
入
す
る
予
定
で
あ
り
、

藤
島
地
域
で
も
地
域
と
学

校
と
の
協
働
活
動
が
促
進

さ
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

遠
距
離
に
な
り
、
通

問学
が
不
便
に
な
っ
た
地
域

か
ら
子
ど
も
が
い
な
く
な

る
の
で
は
な
い
か
。

自
治
体
間
で
子
ど
も
や

若
者
世
代
の
取
り
合
い
に

な
っ
た
と
き
に
、
学
校
が

１
つ
し
か
な
い
場
合
の
影

響
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

例
え
ば
学
校
か

教
育
長

ら
遠
い
集
落
は
、
直
行
便

タ
イ
プ
に
す
る
な
ど
、
で

き
る
だ
け
通
学
時
間
を
短

く
す
る
方
法
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

小
中
一
貫
校
の
整
備
は

今
後
、
地
域
住
民
と
一
緒

に
検
討
組
織
を
立
ち
上
げ

る
。こ

の
取
組
は
、
地
域
の

理
解
と
合
意
、
そ
し
て
運

営
へ
の
協
力
な
く
し
て
進

め
ら
れ
な
い
事
業
で
あ

り
、
こ
の
検
討
組
織
を
通

、

、

じ

意
見
を
聞
き
な
が
ら

課
題
の
解
消
に
対
応
し
て

い
く
。発

達
段
階
が
全
く
違

問う
児
童
期
と
青
年
前
期
を

一
つ
の
学
校
に
ま
と
め

る
、
非
常
に
乱
暴
な
や
り

方
だ
と
思
う
。

当
時
の
文
部
科
学
省
の

中
教
審
は
作
業
部
会
で
、

先
進
国
を
調
査
を
し
て
、

小
学
校
と
中
学
校
を
一
つ

に
ま
と
め
る
制
度
の
あ
る

国
は
一
つ
も
な
か
っ
た
と

報
告
書
に
書
い
て
あ
っ

た
。

ま
ず
は
地
域
の

教
育
長

住
民
と
し
っ
か
り
話
合
い

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
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▽
６
月

日
、
予
算
特
別
委
員
会
で
５

26

項
目
の
質
問
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

最
初
に
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
吉

昨
年
度
の
県
の
物

村
知
事
に
質
問

「
。

価
高
騰
対
策
は
、
今
年
度
当
初
予
算
で

か
な
り
縮
小
し
た

内
閣
府
調
査
で

現

。

『

在
の
社
会
で
満
足
し
て
い
な
い
』
最
多

が
「
経
済
的
な
ゆ
と
り
と
見
通
し
が
持

て
な
い
」

２
％
で
、
２
０
０
８
年

・
63

調
査
開
始
以
来
最
多
と
な
っ
て
い
る
」

等
を
挙
げ
て

「
知
事
は
、
物
価
高
騰
下

、

の
県
民
生
活
の
状
況
を
ど
う
認
識
し
て

い
る
か
。
昨
年
度
の
よ
う
な
生
活
支
援

・
営
業
支
援
対
策
を
お
こ
な
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
質
問

し
ま
し
た
。

知
事
は

「
心
の
通
う
暖
か
い
県
政
を

、

掲
げ
、
県
民
の
皆
様
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
こ
と
を
最
優
先
に
県
政
運
営
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
や
大
規

模
自
然
災
害
な
ど
、
県
民
生
活
や
地
域

経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
出
来
事

が
相
次
い

で
発
生
し

て

い

る

が
、
こ
の

姿
勢
を
一

貫
し
て
対
応
し
て
き
た

、」

「
エ
ネ
ル
ギ
ー･

食
料
品
等
の
価
格
高

騰
か
ら
、
県
民
生
活
と
事
業
を
守
る
た

め
、
き
め
細
か
く
対
応
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る

、」

「
現
在
実
施
し
て
い
る
物
価
高
騰
対

策
に
注
力
し
つ
つ
、
県
民
生
活
へ
の
影

響
や
県
内
経
済
を
取
り
巻
く
状
況
を
注

視
し
、
必
要
な
施
策
を
届
け
て
い
く
べ

く
検
討
を
進
め
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。

▽
当
初
予
算
で
も
、
今
議
会
で
も
、
限

ら
れ
た
対
策
し
か
出
さ
れ
て
い
な
い
の

は
残
念
で
す
が
、
９
月
議
会
で
の
補
正

予
算
等
の
提
案
に
強
く
期
待
し
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）
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２０２４．７．７

編集発行
日本共産党鶴岡市議団
鶴岡市美原町16-5

電話22－3313

無料生活相談所

関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

長谷川 剛
日枝坂本43-10
４１－９１４８

坂 本 昌 栄
稲生2-33-47
２４－５９９３

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

新つるおかＨＰ

鶴
岡
市
議
会
６
月
定
例
会
６
日
の
一
般
質
問
で
、
日

本
共
産
党
の
加
藤
鉱
一
議
員
が
、
①
藤
島
地
域
に
お
け

、

、

る
小
中
一
貫
教
育

②
旧
町
村
の
開
発
政
策
に
つ
い
て

取
り
上
げ
ま
し
た
。

学
校
一
つ
に
な
っ
た
場
合
の
影
響
は

平
成
大
合
併
は
来
年

問で

年
に
な
る
。

20自
立
を
選
択
し
た
三
川

町
は
、
住
宅
開
発
で
若
者

世
代
の
定
着
や
、
子
育
て

施
設
の
整
備
、
企
業
誘
致

で
、
１
人
当
た
り
の
住
民

所
得
、
出
生
率
は
県
内
で

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
だ
。

本
市
の
旧
町
村
の
開
発

政
策
に
つ
い
て
聞
く
。

旧
町
村
地
域

企
画
部
長

の
振
興
は
、
今
年
３
月
に

策
定
し
た
第
２
次
総
合
計

画
の
後
期
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
中
心
部
や
地
域
が

コ
ン
パ
ク
ト
な
拠
点
を
形

成
し
、（

２
面
に
つ
づ
く
）

人
流
・
物
流
な
し
に
旧
町
村
の
発
展
な
い



鶴
岡
市
防
災
講
演
会
が

６
月

日
、
マ
リ
カ
市
民

29

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。「

熊
本
地
震
か
ら
学

『

ぶ
』
～
自
治
体
と
地
域
、

市
民
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

～
」
と
題
し
、
熊
本
市
長

の
大
西
一
史
氏
に
よ
る
基

調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。熊

本
地
震
で
は

余
震
の
対
応
が
あ

っ
た
た
め
、
本
震

で
の
避
難
は
ス
ム

ー
ズ
に
行
わ
れ
、

直
接
死
６
人
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後

の
避
難
所
環
境

（

）

ト
イ
レ
設
備
等

に
よ
り
、
高
齢
者

に
よ
る
肺
炎
や
栄
養
障
害

に
よ
る
関
連
死
が

人
に

82

も
及
ん
だ
。

避
難
生
活
が
始
ま
っ
て

も
、
公
助
（
食
料
や
水
）

が
届
く
ま
で
に
は
４
～
５

日
は
掛
か
る
た
め
、
４
～

５
日
分
の
食
糧
や
水
等
は

自
分
で
確
保
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

避
難
に
お
い
て
は
、
避

難
計
画
を
立
て
て
お
く
こ

と
。訓

練
以
上
の
成
果
は
出

な
い
か
ら
こ
そ
、
日
頃
の

訓
練
で
備
え
て
お
く
こ

と
。自

助
・
共
助
が
働
い
て

い
る
こ
と
で
、
公
助
が
活

き
て
く
る
。

熊
本
市
で
は
現
在
、
震

災
時
に
必
要
と
な
る
水
の

確
保
の
た
め
に
水
道
管
の

耐
震
化
を
進
め
、
病
院
業

務
が
継
続
で
き
る
た
め
に

耐
震
化
・
免
震
化
等
を
行

い
、
震
災
に
備
え
る
見
え

な
い
所
へ
の
投
資
を
行
っ

て
い
る
。

ま
た
市
職
員
を
地
域
に

配
置
し
、
日
頃
か
ら
避
難

所
運
営
委
員
会
（
ペ
ッ
ト

避
難
の
対
応
）
な
ど
を
行

い
備
え
て
い
る
、
な
ど
の

具
体
的
な
話
が
さ
れ
ま
し

た
。坂

本
昌
栄
議
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

入札結果（ ）内は予定価格
6月27日入札分

・市立あおば学園門扉改修工事
不調

・広瀬地区地域活動センター講堂等照明ＬＥＤ化工事（羽黒町後田字下田元237
番地 （入札9業者うち辞退3業者））
(有)新興電気設備 1,500,000円（1,790,000円）

工期～8/30(余裕期間設定工事)（落札率83.80％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
6月27日入札分

・市道沢山木揚場線岩川橋道路改良工事（大岩川地内 （入札3業者うち1業者欠）
席）
菅原建設(株) 26,880,000円（27,490,000円）工期～11/29（落札率97.78％）
・市道道形文下蛾眉橋線歩道設置工事（宝田三丁目地内 （入札1業者））
有賀建設(株) 30,000,000円（30,020,000円）工期～11/29（落札率99.93％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
7月1日入札分

・本町二丁目地内径150 100粍配水管及び消火栓移設工事 本町二丁目地内) 入、 （ （
札4業者うち1業者失格）
(株)板垣水道 14,390,000円（14,590,000円）工期～10/31（落札率98.63％）

（
１
面
の
つ
づ
き
）

道
路
や
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
つ
な
が
る
多
極
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
型
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

三
川
町
は
、
国
道
７

問号
北
バ
イ
パ
ス
の
整
備
が

あ
り
、
全
農
が
全
国
一
大

き
な
米
倉
庫
を
建
設
し

た
。本

来
、
南
部
中
央
道
路

が
で
き
て
い
れ
ば
、
米
倉

庫
は
農
業
の
中
心
地
、
藤

島
に
建
設
さ
れ
る
は
ず
だ

っ
た
と
思
う
が
。

庄
内

藤
島
庁
舎
支
所
長

南
部
中
央
道
路
は
、
日
本

海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
と

新
庄
酒
田
道
路
と
の
広
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、

新
潟
方
面
と
新
庄
・
最
上

地
域
を
結
ぶ
も
の
で
、
本

市
の
産
業
振
興
を
図
る
上

で
重
要
な
路
線
で
あ
る
。

５
月

日
に
鶴
岡
市
重

21

要
事
業
要
望
会
に
お
い

て
、

項
目
の
要
望
中
、

61

重
点
項
目
の
一
つ
と
し
て

意
見
交
換
を
行
い
、
県
か

ら
は
、
情
報
共
有
に
努
め

て
い
く
と
の
見
解
が
示
さ

れ
た
。

今
後
は
、
担
当
課
長
会

議
で
、
事
業
費
や
費
用
対

効
果
等
の
算
定
を
進
め
て

い
く
。地

域
政
策
・
開
発
政

問策
・
人
流
・
物
流
が
し
っ

か
り
と
し
な
い
と
、
旧
町

村
の
発
展
は
な
い
。
道
路

は
最
重
要
課
題
と
し
て
取

り
組
む
べ
き
だ
。

ほ
っ
と
ま
ん
ぷ
く
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

は
、
長
引
く
物
価
高
と
高

す
ぎ
る
学
費
に
苦
し
む
学

生

を

対

象

に
、
第
５
回

食
料
支
援
活

動
を
行
い
ま

す
。当

日
は
、

学
生
ア
ン
ケ

ー
ト
も
の
実

施
し
生
活
相

談
コ
ー
ナ
ー

も
設
置
し
ま

す
。食

料
品
は

も
ち
ろ
ん
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ

や
洗
剤
な
ど

の
生
活
用
品

も
提
供
し
ま

す
。ご

協
力
を

よ
ろ
し
く
お

願

い

し

ま

す
。


